
夜
間
休
日
一
次
救
急
診
療
所

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い

安心
夜間・休日の
急な発熱や腹痛
体調不良
そんなときは

　

休
日
の
診
療
に
加
え
、
昨
年
６
月
か
ら
、
夜
間
の
診
療
も

始
ま
っ
た
「
夜
間
休
日
一
次
救
急
診
療
所
」。
突
然
の
発
熱
や

腹
痛
な
ど
に
対
応
す
る
一
次
（
初
期
医
療
）
診
療
所
と
し
て
、

市
民
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は

２
８
４
８
人
が
診
療
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
夜
間
休
日
一
次
救
急
診
療
所
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　

当
診
療
所
は
、
内
科
と
小
児
科
を

メ
イ
ン
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
一
次
（
初
期
）
救
急
医
療
と
い
う

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
比
較
的
軽
症
な
病
気

の
患
者
さ
ん
が
、
二
次
救
急
医
療
機

関
を
直
接
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
二
次
救
急

が
本
来
対
象
と
し
て
い
る
重
症
の
患

者
さ
ん
へ
の
迅
速
な
対
応
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
医
師
不
足
の
な
か
、
過

酷
な
勤
務
で
救
急
医
療
を
支
え
て
い

る
医
師
の
負
担
も
さ
ら
に
大
き
く

な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

発
熱
や
腹
痛
な
ど
の
場
合
に
は
、

ま
ず
、
当
診
療
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
担
当
の
医
師
が
処
置
し
、
さ
ら

に
高
度
な
診
断
や
治
療
を
要
す
る
場

合
に
は
、
自
治
医
大
や
筑
波
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
適
切
な
医
療

機
関
へ
紹
介
し
ま
す
。
当
診
療
所
と

の
提
携
に
よ
り
、
優
先
的
に
見
て
も

ら
え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
所
の
際
に
は
事
前
に
電

話
連
絡
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
緊
急

を
要
す
る
患
者
さ
ん
を
優
先
的
に
診

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
診
療
所
は
、
地
元
の
医
師
団
が

当
番
制
で
診
察
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
に
応

え
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
私
た
ち
を
信
頼
し
て
診

療
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

適時・的確な医療の提供をめざして
落
お ち あ い

合 聖
せ い じ

二 医師

真壁医師会筑西支部長
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平
成
19
年
度
の
診
療
所
の
運
営
は
、
医

師
会
や
薬
剤
師
会
の
協
力
に
よ
っ
て
、
市

の
財
政
補
て
ん
を
受
け
る
こ
と
な
く
健
全

な
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
安
心
」
に
貢

献
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

夜
間
休
日
一
次
救
急
診
療
所
（
以
下
・

診
療
所
）
は
、
筑
西
市
が
開
設
し
、
真
壁

医
師
会
筑
西
支
部
（
落
合
聖
二
支
部
長
）

と
県
薬
剤
師
会
筑
西
支
部
（
桜
井
崇
明
支

部
長
）
の
協
力
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

診
察
は
38
人
の
医
師
に
よ
る
当
番
制
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
３
６
５
日
の
診

療
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年
末
年

始
な
ど
で
も
安
心
し
て
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
に
10
か
所
あ
る
、
い
わ
ゆ

る
「
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
」
の
う
ち
、「
年

間
３
６
５
日
診
療
体
制
」
を
と
っ
て
い
る

の
は
、
筑
西
市
と
水
戸
市
な
ど
４
市
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
夜
間
診
療
に
９
２
２

人
、
休
日
診
療
に
１
９
２
６
人
、
合
計

２
８
４
８
人
の
患
者
が
診
療
を
受
け
ま
し

た
。
１
日
あ
た
り
の
最
大
患
者
数
で
は
、

夜
間
診
療
で
、
昨
年
12
月
19
日
に
15
人
、

休
日
診
療
で
は
、
同
12
月
24
日
に
83
人
を

記
録
し
ま
し
た
。

　

診
療
科
目
別
の
患
者
数
で
は
、
小
児
科

が
１
９
２
３
人
、
内
科
が
８
３
３
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、年
齢
層
で
見
て
み
る
と
、

夜
間
診
療
で
は
、
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の

受
診
者
が
全
体
の
75
％
近
く
を
占
め
て
お

り
、
初
期
の
小
児
救
急
医
療
に
十
分
貢
献

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

安
心
の
３
６
５
日
診
療
体
制

休
日
診
療
で
１
日
最
大
83
人

期
待
が
高
ま
る
救
急
診
療
所

平成19年度患者数

平成19年度決算額

＊診療科目
＊診療日・診療時間

＊持ちもの
＊問い合わせ

内科・小児科

健康保険証
救急診療所☎ 24-2266

※受付は診療終了時間の30分前まで

また、母子健康手帳、お薬手帳など

①休日（日曜日、祝日、年末年始　　　　　　　　）
　午前９時〜午後２時（11:30〜 12:30を除く）
②夜間（平日、土曜日）午後７時〜午後９時

□夜間診療　　 922 人
　▶ 1日平均４人（最大15人）

　▶ 0歳〜15歳　690人（74. ８％）

□休日診療　１，９２６人
　▶１日平均27人（最大83人）

　▶ 0歳〜 15歳　1,260人（65.4％）

□総患者数　２，８４８人

▶歳入　21,634,000 円
▶歳出　19,701,000 円
▶差引　  1,933,000 円

平成 18 年度決算額
▶歳入　　9,257,000 円
▶歳出　14,579,000 円
▶差引 ▲ 5,322,000 円

休日夜間一次救急診療所
ご利用ください

国道50号バイパス

国道50号

下館二高

波山記念館
横島
交差点

下館中

真
岡
線

勤
行
川

桜
づ
つ
み

国
道
２
９
４
号
バ
イ
パ
ス

救急診療所

総合福祉センター

　

夜
間
休
日
診
療
を
受
け
た
患
者
や
家
族

か
ら
は
、「
子
ど
も
の
突
然
の
発
熱
に
不
安

で
し
た
が
、
夜
間
に
看
て
も
ら
え
て
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
」、「
や
さ
し
い
先
生
が

親
切
に
診
察
し
て
く
れ
ま
し
た
」
な
ど
の

感
謝
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
で
は
近
隣
の
結
城
市
や
桜
川
市
の
市
民

の
利
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

子ども救急
電話相談も
ご利用ください

お子さんが
急な病気で
心配なときは…

茨城

毎日午後６時30分〜10時 30分

短縮ダイヤル【♯8000】

【029-254-9900】

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは

すべての電話から

12月 31日〜１月１日

相談は無料です。ただし通話料は利用者負担となります。
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